
第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 令和 6年度第 4回寒川町自立支援協議会  

開催日時  令和 7年 2月 5日  13:00～ 13:50 

開催場所 シンコースポーツ寒川アリーナ（寒川総合体育館）サブアリーナ  

出席者名、欠席

者名及び傍聴

者数 

【出席】 

・委員:長谷川委員、安齋委員、長田委員、瀧本委員、小川原委員、石黒委員、 

田代委員、浅野委員、飛彈委員、吉村委員、金子委員、中野委員、内藤委員、 

古和田委員、本橋委員 

・事務局：【町】中澤課長、渡辺副主幹、藤井副主幹、浅香主任主事、 

彦坂社会福祉士 

     【さむかわ基幹相談支援センター】小松、佐藤、秋吉 

【欠席】 

・委員：大西委員、室町委員、鈴木委員、江指委員 

・オブザーバー：齊藤氏（湘南東部障害福祉保健福祉圏域地域生活 

                       ナビゲーションセンター） 

【傍聴者】：なし 

議 題 

1． 開会 

2． 議事 

（１） 議事録承認委員について【名簿】 

（２） 地域生活支援に関するワーキンググループの活動について 

（３） 差別解消支援地域協議会 

 令和6年度差別解消法改正についてのアンケート結果について【資料1】 

（４） 事業所のつどいについて 

（５） 令和7年度寒川地域自立支援協議会のスケジュール（案）について 

【資料2】 

3．その他 

4．閉会 

決定事項 
・議事録承認委員について 

 石黒委員、飛彈委員に決定 

議事の経過 

事務局：皆様こんにちは。福祉課長の中澤です。どうぞよろしくお願い致します。

それでは定刻になりましたので、只今より、令和 6年度第 4回寒川町地域

自立支援協議会を開会いたします。本日は、お忙しい中、お寒い中、お集



り頂き、誠にありがとうございます。季節がら皆様におかれましては、体

調の管理等ご自愛頂ければと思います。本日の協議会の議題と致しまして

は、次第にございます通り、地域生活支援に関するワーキンググループの

活動について、また、先日、委員の皆様にご協力頂きました差別解消法に

関するアンケート結果について、そして、先日初めて実施をさせて頂きま

した、事業所のつどいについてということで、予定をしております。この

後、担当よりご説明・ご報告をさせて頂きますのでよろしくお願い致しま

す。 

     本協議会には当事者の方も参加されておりますのでご発言の際には、挙

手にて発言者の所属とお名前を仰って頂きますよう、よろしくご協力お願

い致します。それでは、次第に従いまして進めていきますので、委員の皆

様には円滑な議事進行にご協力を賜りますようよろしくお願い致します。 

事務局：以降進行を務めさせていただきます、福祉課の藤井です。よろしくお願い

致します。それでは議事に入ります。会長、以降の進行をよろしくお願い

致します。 

会 長：それでは、議事を始める前に、資料の確認と本協議会の出欠の報告をお願

いします。 

事務局：最初に次第と名簿があります。資料 1が「差別解消支援地域協議会 令和

6 年度差別解消法改正についてのアンケート結果」、資料 2 が「令和７年

度寒川町地域自立支援協議会のスケジュール（案）」、本日配布で「令和

6 年度第 3 回寒川町地域自立支援協議会議事録」、こちらについては、議

事録承認委員でした瀧本委員、小川原委員からそれぞれ承認をいただいて

おります。ありがとうございました。次に「令和 6年度第 3回寒川町地域

自立支援協議会における質疑・意見集約表」、そして、「寒川町障がい福祉

サービス事業所のつどい 2024事業報告」、こちらの資料については、最後

に写真がついておりますが、会議用の報告としてつけさせて頂いているの

で、外部でのご使用はご遠慮頂けたらと思います。あと、参考資料として

黄緑色の冊子、障がい者福祉計画を用意しております。こちらは最後に回

収させていただきます。当日のチラシとして、「同行援護従事者養成研修」、

「神奈川県の東京 2025 デフリンピック 神奈川から応援しよう」、「ヨメ

テル」というチラシを置いています。皆様、お手元にございますか。資料

に不足がないようでしたら、続きまして本日の出欠状況をご報告いたしま

す。本日は、名簿１番 大西委員、9番 室町委員、13番 鈴木委員、18

番 江指委員の 4名が欠席でございます。報告は以上です。 

会 長：ありがとうございます。委員総数 19 人中 4 人の欠席でありますので、寒

川町地域自立支援協議会設置要領の第 6条のとおり、委員の過半数を超え

る出席のため、本協議会は成立いたします。よって、これより議事を開き、

協議会をすすめてまいります。次に本協議会の傍聴希望の有無について報



告をお願いします。 

事務局：本日傍聴希望者はいません。 

2．議題 

（1）議事録承認委員について【名簿】 

・今協議会の議事録承認委員は、石黒委員、飛彈委員で承認された。 

 

（2）地域生活支援に関するワーキンググループの活動報告について 

事務局： 12 月 20 日に「地域生活支援に関するワーキンググループ」を開催して

おります。今回は特に、「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」

をテーマにして、地域活動支援センター、相談支援事業所、医療機関、保

健所から 5名の参加を頂き、福祉課と基幹を事務局として開催をしていま

す。地域活動支援センターというのは、寒川町内にある Fというところで、

障がい者の方に対して、創作的活動や、生産活動の機会を提供し、自立と

社会参加の支援を行う施設になっております。 

当日のワーキンググループの流れといたしましては、まず保健所から改

めて、「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」についてご説明

頂き、各委員の立場から現状の共有や意見の交換等を行いました。意見の

内容としては、実際の支援の中で困難だったこと等をはじめ、退院の際の

地域への移行の話や、相談支援、地域活動支援センターを利用している方

に関して等、それぞれの委員の立場から、様々な意見をいただきました。

その中でも、現状では精神に関する課題の抽出や、協議をおこなう場がな

い、という意見が特に大きなものだったと考えています。今後のワーキン

ググループに関しては、課題の抽出、協議の場をどのように設けるか、ど

ういった形で協議を深めていくことができるか、というところを引き続き

話し合う形で進めていく予定です。次年度についても、回数などは未定で

すが、同じような形でワーキンググループを実施し、本協議会にも報告を

させて頂くような形になると思います。また、何か別のワーキング等を開

催するにしても、協議会への報告に関しては必ずさせて頂くようなところ

にはなると思います。今後も、委員の皆様に協力を頂くようなこともある

と思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

会 長：ただ今の説明について、何かご質問等ありますでしょうか？ご質問等がな

いようですので、次の議題に移ります。 

 

（3）差別解消支援地域協議会 令和６年度差別解消法改正についてのアンケート 

結果について【資料１】 

事務局：【資料 1】差別解消支援地域協議会、令和 6年度差別解消法改正について



のアンケート結果についての説明をさせていただきます。資料 1をご覧く

ださい。 

    こちらは、第 3回協議会で委員の皆様に改正障害者差別解消法に関するア

ンケートを実施させていただきました。ご協力ありがとうございました。

取りまとめましたのでご報告いたします。集計についてはデータをグラフ

化、事例をそのまま掲載させていただきました。差別解消法についてです

が、法律・改正を知っているかについては約７割の方が知っていましたが、

内容の説明を聞く、知る機会が半数以上の方が知る機会がありませんでし

た。 

次のページをご覧ください。このことによって差別解消法の研修会が 8

割の方があった方がいいと思っています。ご意見としては、周知、普及啓

発についてありました。次に合理的配慮についても、差別解消法について

と同様な結果となっています。ご意見として、茅ヶ崎市での合理的配慮に

取り組む店舗にステッカーを配布する事例など地域での取り組みの必要

性など周知・啓発のご意見がありました。 

次に事例ですが、実際にあった体験の事例が多くあり、自分自身が体験

したことがなく、そうだったのかと考えさせられるものでした。共有する

ことで、理解が深まるのではないかと思います。 

今回のアンケートから福祉関係の委員の皆さんであっても、差別解消法

や合理的配慮についての内容や理解について、まだ十分ではないと思いま

す。アンケート結果から、周知、普及啓発について、進めていかなければ

と思っております。具体的なことについては、来年度につなげていきます。 

一般の方への周知については、例えば事業所のつどいでの周知などが考え

られます。また藤沢市では、サポートブックを作成してホームページでも

公表しておりますので、次の議題の中にありますが、来年度のスケジュー

ル案で協議会の中で話し合っていきたいと思います。よろしくお願い致し

ます。 

会 長：ただ今の説明について、何かご質問等ありますでしょうか？ご質問等がな

いようですので、次の議題に移ります。 

 

（4）事業所のつどいについて 

事務局：さむかわ基幹相談支援センターの小松です。よろしくお願い致します。事

業所のつどいについて、報告をさせていただきます。資料につきましては、

「寒川町障がい福祉事業所のつどい 2024」をご覧ください。 

    令和 7年 1月 16日（水）、午前 10時 30分から午後 2時まで、寒川町民セ

ンター展示室とロビーにおいて、開催いたしました。参加団体はパネル・



パンフレットのみの参加事業所も含め、障がい福祉サービス事業所 26 事

業所の参加でした。内容は、記載のとおりです。来場者数は約 100名の参

加があり、盛況により終わることができました。正副会長をはじめ、ご参

加いただいた委員の皆様のご協力をいただきましてありがとうございま

した。 

     2枚目に進んでください。アンケート集計結果をまとめたものになりま

す。参加者から 56 名分のアンケートをいただきました。アンケートの内

容からは、「寒川町にある事業所が分かってとても助かりました。簡単に

内容も知れて良かった」、「相談できるところが分からなかったので、今回

このような機会があって良かったです。ありがとうございました」といっ

た感想がありました。また、初めての開催でもありましたので、参加され

た事業所のスタッフから「ほかの事業所と初めて交流ができて参加して良

かった」とのお声を頂いております。 

     実施に先立ちまして、協議会の委員の皆様からもアイディアをたくさん

頂いておりました。当初、通所事業所さんを中心にと話もありましたが、

この町ならではのグループホームさんも含め、皆がこの町のサービス事業

所をぜひ分かって頂く機会をというようなアイディアを頂いた中で、今回

は、寒川町にあるサービス提供事業所さん全てにお声がけのほうをさせて

頂きました。さらに、12月 18日に参加される事業所さん含めて打ち合せ

をしておりまして、その中で参加される事業所さんの方からも「こんな風

にしたら良いのではないか」「こんな配置が良いのではないか」等、たく

さんのアイディアを頂いた中で、まさにこの自立支援協議会と参加される

事業所さんが一体となって、実施できたかなと思っております。この場を

借りて感謝を申し上げます。来年度も、開催していきたいと考えておりま

すので、アンケート結果の内容を参考にしながら、引き続きご協力の程よ

ろしくお願い致します。 

会 長：ただ今の説明について、何かご質問等はありますでしょうか。当日はだい

ぶ盛況で、多くの方に来てもらえて良かったな。と思っております。あり

がとうございました。ご質問等がないようですので、次の議題に移ります。 

 

（5）令和 7年度寒川町地域自立支援協議会のスケジュール（案）について 

事務局：令和 7年度寒川町地域自立支援協議会のスケジュール（案）について、ご 

説明させて頂きます。資料 2をご覧ください。 

     資料 2の一番上の段の①に、協議会の 5回の会議のスケジュールがござ

います。協議会の年 5回の会議を予定しております。また、任期は令和 8

年 6 月 30 日までの 2 年間となっております。①の 2 段目に、湘南東部障



害保健福祉圏域自立支援協議会がオブザーバーとしてこちらの町の自立

支援協議会に関わるとございます。 

②については、令和 6年度の障がい福祉計画の内部評価及び実績の報告

をさせていただきます。第１回目の協議会にて内部評価について報告をさ

せていただきますので、委員の皆様のご協力をお願いする予定です。 

③については、次期障がい福祉計画に向けたアンケートを実施するた

め、内容を 11月までに検討していきます。12月から 3月までの間に、身

体、知的、精神の 3 障がい、無作為抽出による 1000 人により実施する予

定です。難病の方についても実施したいため、再来年度の令和 8年度当初

に行われる健診時におきまして、茅ケ崎市保健所のご協力をお願いする予

定なので、よろしくお願い致します。 

④については、差別解消法の合理的配慮のマニュアル内容について、サ

ポートブック等の必要性について調査研究を行っていきたいと考えてお

ります。また、毎年 11 月頃差別解消支援地域協議会が主催する町の総合

図書館で企画展示を実施する予定となっております。 

⑤については、ワーキンググループ活動予定です。 

ワーキンググループの実施については、寒川町の規模が他市に比べて小さ

いため、人員的な面で、他市同様の実施回数は難しい状況ではありますが、

今年度で新たに福祉職の配置がされましたので、ワーキンググループにお

いて、地域課題を抽出し、この協議会で検討ができればと考えております。 

そして最後に、⑥については、今年度に引き続き町でも同様に町内にあ

る事業所のつどいを開催したいと考えております。事業所連絡会等を通じ

て調整させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

会 長：ただ今の説明について、何かご質問等ありますでしょうか？ 

委 員：⑥の事業所のつどいのスケジュールについてですが、事業所のつどいのア

ンケートで、「年に 2回開催してほしい」「夏休みにも開催してほしい」と

いうご意見もあったので、できればもう 1回、8月頃にやって頂くという

こともご検討頂けたらと思います。よろしくお願い致します。 

事務局：回数の増加と時期の見直しという話がございましたけれども、事務局だけ

の対応では、次期障がい者福祉計画の策定を考えますと、回数を増やすと

いうことが、中々難しいのかなという中で、自立支援協議会主催の実行委

員会を立ち上げ、進めていけたら良いなと事務局の方では考えておりま

す。 

委 員：図書館でやる展示会のことについてですが、何回行っても人がいません。

もっと人手のある場所、町民センターとか役場の入り口とか、人の出入り

の多いところでやったらいかがでしょう？作品はとっても素敵なので、1



人でも多くの方に私は見てほしいと思っています。ご検討願いたいと思っ

ています。 

事務局：図書館の企画展示は、かなり奥まった場所でやっておりまして、人員の動

員としてどうなのかな？というご意見は、ごもっともな話かなと思いま

す。事務局といたしましても、例えば正面玄関の所で、時期とかは分から

ないですが、何かできることがあったりしないのかっていうことであった

りとか、もろもろ検討であったり、探ってみたいなとは思っています。ま

たその辺りも次年度、自立支援協議会の中で、報告や相談等させて頂きな

がら、進めさせていただくことになるかなと思います。ただ、一応図書館

の企画展示というのが、実は書籍をあそこに置いていて、あれがメインみ

たいなところもありますが、それをやろうとすると、どうしても図書館の

協力が必要で、図書館でやろうとするとあそこの場所しかない。みたいな

背景もあったりするので、どういったかたちで、実現できるかというのは

何とも言えないところですが、より多くの人に知ってもらう周知の形とし

て、広い範囲に広めていけるようなところで何か考えていければなと思い

ますので、また次年度、報告や相談をさせてください。よろしくお願い致

します。 

事務局：湘南東部ナビゲーションセンターの立場で少しお時間を頂けたらと思いま

す。本来、神奈川県と圏域の自立支援協議会っていうものは、市町の協議

会と連動して動いている形になっております。今、全県の課題になってい

るのが、１つはグループホームの質の問題。もう１つが、行動障害がある

方たちの移行先ですとか住まう場や活動の場が探しづらいという状況が

ありまして、そこをなんとか県として取り組めないか。ということと、来

年度に関しては、これはフライング的な話しですが、おそらく県の協議会

としても、神奈川県が全国的にセルフプラン率、要はサービス等利用計画

の作成率がもの凄く低い県であるということもあって、いよいよ県の協議

会で、その辺りの着手がなされるかなと思います。サービス等利用計画っ

て言っても、中々、お分かりにならない方がいらっしゃるかもしれません

が、介護保険で言うとケアマネージャーさんが作るケアプランみたいなも

のだとご理解頂ければと思っています。これは、圏域含め、多分、各市町

村でも少しご協議頂くようなかたちになるのかなと思っておりますので、

またその辺りは、県や私、圏域の立場でもありますが、各市町このエリア

でいうと藤沢・茅ヶ崎・寒川になりますが、また、協議会の事務局の皆様

方にご協力を仰ぎながら進めていければなと思っておりますので、よろし

くお願い致します。 

会 長：ありがとうございます。他にございますか。それでは、以上をもちまして、



すべての議事が終了いたしました。委員の皆様には、この場をかりてお礼

申し上げます。最後に「3その他」に移ります。その他で何かありますで

しょうか。 

 

3.その他 

・副会長より、同行援護従事者養成研修のお知らせ 

副会長：本協議会の委員さんから社会福祉協議会に情報提供を頂きました。社会

福祉協議会には、障がい当事者団体の皆さんの寒川町福祉団体協議会も

ありますので、社協を一つ窓口に、これから色んな団体さんやすでに健

康管理センターで、特別コーナーを作って配架をし、お配りできるとこ

ろに順次配架を進めていけたらと思っております。寒川町福祉団体協議

会を構成する４つの団体の１つに寒川町視覚障害者福祉協会がありま

して、色々な懇談会の場等においても、やはり町内で同行援護従事者と

してお仕事に携わってくださる方の人数が少なくて、視覚障がいの方の

外出の機会が満足にならない。家から一歩も出られずにお暮しの状況の

方もおられるということに委員さんを初め、寒川町視覚障害福祉協会の

皆さんから色々とお声を伺っていたこともあります。今回、すぐお隣の

藤沢市の獺郷の光友会さんの方で研修を企画されたということで、今日

は皆様にお配りをしました。どうぞよろしくお願いします。 

委 員：今回ガイドヘルパー養成研修があるので、ぜひ、寒川の人にも、まずは

興味を持って頂いて、こういうお仕事があるということを知って頂きた

いと思って、このチラシを社協さんにお願いをしました。こういうお仕

事は、私たちが自由に動けて、いろんな、それこそ福祉団体協議会の活

動もガイドヘルパーさんがいてくださるので、活動ができるので、これ

からも必要な人材ですので、よろしくお願いします。 

・事務局より、東京 2025デフリンピックのお知らせ 

 事務局：東京 2025デフリンピックは、簡単に言ってしまうと耳の聞こえない方 

のオリンピックみたいなイメージです。日本で開催されるのは、初めて

で、非常に珍しいことだということなので、神奈川県の方ではおそらく、

競技を行ったりするっていうことはないのですけど、藤沢市の方でどこ

かの国の選手村があったりする。ということで、神奈川県の方が力を入

れて広報して頂いているようなところになるのかなと思います。まだだ

いぶ先の話しにはなりますが、障がいの方の社会参加っていうところで

は、非常に宣伝効果等も含めて大きな立ち位置を占める大会になるのか

なと思いますので、もし機会がありましたら周知などにご協力頂ければ

と思います。 



 委 員：デフリンピックで、寒川町からはどのくらい競技に参加できるのか？そ

ういう団体が町として確立されているのか？教えてもらいたい 

 事務局：デフリンピックに限らず、障がいのスポーツというところでのお話をさ

せて頂けたらと思います。年の中で、まず県大会で、障がいの方のスポ

ーツとしてありまして、そちらの参加とかに関して、市町村の方では

色々、場合によっては送迎や同行というような支援を行ったり、そうい

った大会の周知に協力していたりするようなかたちです。県の大会の方

で成績が優秀だった方に対して、今度は全国大会っていうのがありまし

て、年によって、各都道府県で行いますが、そちらは皇族の方がいらっ

しゃって、閲覧されるような非常に格式も高いような大会になっており

まして、そちらには寒川からも参加されている方がいらっしゃいまし

て、広報の方で周知させて頂いているところです。デフリンピックであ

ったり、パラリンピックになってくると、現状、我々が把握していると

ころでは、寒川の方からの参加というところはないですが、そういった

県の大会であったりとか、そういったところも含めて、町としてはスポ

ーツに対する支援等を継続して行っていきながらなんらか繋げていけ

るような形にできればと考えています。 

・事務局より、ヨメテルの説明 

 事務局：聴覚障がいの方が、通常の電話のやり取り等において、今困難な状況が

あるという中での支援ツールのようなものになるかなと思います。おそ

らく間にオペレーターや AI を介して文字でのやり取りと音声でのやり

取りをおそらくニュートラルに繋ぐというか、今のように一段介してと

いう形よりも、よりなめらかに繋ぐシステムの説明になっているのかな

と思います。 

・事務局より次回の開催案内があった。 

    次回日程：7月 2日（水）、午後 1時から 

    場所：シンコースポーツ寒川アリーナのサブアリーナ 

・事務局より記念品の商品券が委員に渡された。 

 

4．閉会 

会 長：閉会の言葉を浅野副会長からお願い致します。 

副会長：皆様、大変お疲れさまでした。デフリンピックの話題が出たので、スポー

ツの関連で 1つご紹介しますと、今日お集りのサブアリーナは、障がい者 

スポーツのローリングバレーボールというスポーツのクラブチーム、「サ

ムライ寒川」っていうチームが月 1回ここに練習で集まっています。委員

の中に 4名。サムライ寒川のメンバーがいて、すごい確率だなと思いなが



ら紹介しました。事業所のつどいの報告を頂きました。初めての取り組み

ということで事業所のつどいの当日、私も会場にお邪魔させて頂きました

が、社会福祉協議会で金銭管理等で契約をしている日常生活支援事業の利

用者の方がお弁当販売で元気に声を出されているのを見たりだとか、本協

議会の委員の皆さんも途中で足を運んでくださったり、役場の中では、1

回放送を流してくださったということもあって、職員さんが昼食の時間に

庁舎から出てきて事業所のつどいでお買い物されたり、様子をご覧になっ

たりということがあったりですとか、ベビーカーのママさん達も、車椅子

をご自分で操作しているご本人さんも、みんな町民センターの建物の緩や

かなスロープから 1階自動ドア、そして入ったところで、すでにロビーと

その奥のフラットなままに会場が続いていたということで、いろんな方に

とって、集まりやすい、見ていただきやすい環境で、初めての開催ができ

たと思いました。やはりこういった場を通じていろんな方に事業所のこと

だったり、そこでお仕事されている方のことだったりに触れるのはとても

良い機会なのかなと思いましたし、飛彈委員と小川原委員は当日、受け付

けでも午前・午後とご協力を頂き、お疲れさまでした。最後になりますが、

この事業所のつどい開催当日に向けて、基幹相談支援センターさんや福祉

課の皆さん、色々な事業所の皆さんからのご意見等出る内容を含めて、ご

調整頂きつつ、当日を迎えてというかたちになりまして大変ありがとうご

ざいました。事業所のつどいが無事に終えての今年度最後の自立支援協議

会ということで、また 4月以降のこの協議会の取り組みの弾みになるので

はないかと思います。また次年度もよろしくお願い致します。それでは本

日の協議会をこれで終了といたします。お疲れさまでした。 

 

公開又は  

非公開の別  

 

公開  

非公開の場合その

理由（一部非公開

の場合を含む）  
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